
少
し
前
の
こ
と
と

な
る
が
、
道
路
行
政

で
「
ご
ね
得
」
と
い

う
言
葉
が
あ
っ
た
。

住
み
慣
れ
た
自
分
の

土
地
の
売
却
を
拒
否

す
る
と
、
周
囲
か
ら
、
冷
や
や

か
な
目
で
み
ら
れ
、
売
買
交
渉

の
遅
延
を
揶
揄
す
る
表
現
で
も

あ
っ
た
。
個
人
所
有
地
の
境
界

線
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
さ
え
、
周

り
の
住
人
ま
で
も
巻
き
込
ま

れ
、
や
っ
か
い
な
も
の
で
あ
る

▼
土
地
の
所
有
と
は
ど
ん
な
意

味
を
持
つ
の
か
。
北
海
道
の
原

生
林
を
他
国
籍
の
個
人
ま
た
は

法
人
が
所
有
し
て
も
、
そ
の
土

地
そ
の
も
の
が
外
国
籍
に
は
な

ら
な
い
し
、
所
有
者
が
勝
手
に

森
林
伐
採
し
て
よ
い
わ
け
で
も

な
い
。尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
も
、

個
人
の
所
有
者
が
い
た
。
国
内

法
に
則
っ
た
土
地
登
記
が
な
さ

れ
、固
定
資
産
税
も
支
払
わ
れ
、

今
回
売
買
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
個
人
の
利
益
に
は
直
接
的

に
は
関
係
が
無
い
よ
う
な
こ
と

で
は
あ
る
が
、
領
土
問
題
と
な

る
と
、
愛
国
精
神
と
や
ら
が
頭

を
も
た
げ
、
隣
国
へ
の
敵
対
感

情
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
は
恐

ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
▼
日
本
が

尖
閣
諸
島
の
国
有
化
宣
言
を
し

た
と
こ
ろ
、
隣
国
か
ら
批
判
を

受
け
た
。
地
下
資
源
や
漁
業
開

発
な
ど
の
利
権
も
絡
ん
で
の
こ

と
も
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
日
本

が
自
ら
同
地
域
で
の
資
源
開
発

を
せ
ず
、
専
ら
将
来
を
見
据
え

た
漁
業
資
源
保
護
を
宣
言
し
、

そ
の
ほ
か
国
境
未
確
定
地
域
や

紛
争
地
域
で
の
在
り
方
の
世
界

基
準
と
し
て
、
地
道
に
発
信
し

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
権
益
が

な
い
所
に
紛
争
は
起
き
な
い
こ

と
を
信
じ
て
・
・
・
。

今月の会員数／1,031人（医科729人・歯科302人）
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石川県保険医協会

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号
太陽生命金沢ビル8階

☎（076）222‐5373番 ＦＡＸ（076）231‐5156番
URL  http://ishikawahokeni.jp/
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp
発行人 西　田　直　巳
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２面　小出裕章氏の講演会案内
３面　書評『死体は見世物か』
４面　在宅医訪問⑦
５面　社会保障・税一体改革
６面　ザ・公衆衛生
７面　高齢者施設を訪ねて

九
月
二
日
、「
第
二
十
五
回 

な
ん
で
も
学
術
！ 

な
ん
で
も

回
答
？ 
よ
ろ
ず
勉
強
会
」
が
、

七
尾
市
中
島
町
の
能
登
演
劇
堂

二
階
の
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
ろ
ず
勉
強
会
で
は
、

「
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
！ 

こ

ん
な
重
症
患
者
が
歩
い
て
く

る
」
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
能
登
地
区
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
に

金
沢
市
内
の
会
場
で
講
演
い
た

だ
き
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た

金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
内
科
の
吉

村
光
弘
先
生
に
再
度
、
講
師
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、

能
美
市
で
泌
尿
器
科
を
開
業
さ

れ
、
当
協
会
の
理
事
で
も
あ
る

西
川
忠
之
先
生
に
は
「
過
活
動

膀
胱
の
見
方
」と
い
う
演
題
で
、

と
て
も
実
践
的
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
村
先
生
の
お
話
は
、
豊
富

な
臨
床
経
験
の
中
か
ら
文
字
通

り
「
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
」

疾
患
を
数
多
く
お
示
し
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。
血
尿
と
激
し

い
左
背
部
痛
で
あ
た
か
も
尿
路

結
石
と
同
じ
よ
う
な
症
状
を
呈

し
た
腹
部
大
動
脈
解
離
、
高
ア

ン
モ
ニ
ア
血
症
を
伴
い
意
識
障

害
を
き
た
し
た
尿
路
感
染
症
、

胸
や
け
を
主
訴
と
し
心
電
図
で

は
診
断
が
困
難
で
あ
っ
た
糖
尿

病
合
併
の
後
壁
の
急
性
心
筋
梗

塞
、
さ
ら
に
は
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
抗
菌
剤
で
心
室
細
動
が
誘
発

さ
れ
た
Ｑ
Ｔ
延
長
症
候
群
や
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
に
よ
る
急
性
腎
不

全
な
ど
、
興
味
深
い
症
例
ば
か

り
で
し
た
。
ま
た
高
齢
者
に
対

す
る
降
圧
剤
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
も
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
川
先
生
の
講
演
で
は
、
ま

ず
、
正
常
な
排
尿
シ
ス
テ
ム
、

過
活
動
膀
胱
の
病
態
の
解
説
が

あ
り
、
そ
の
後
、
効
果
や
副
作

用
を
踏
ま
え
た
薬
剤
の
選
択
な

ど
、
治
療
方
法
に
関
す
る
内
容

を
具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
齢
社
会
と
な
り
、

排
尿
に
関
す
る
不
都
合
を
抱
え

る
患
者
さ
ん
は
増
え
る
一
方
で

あ
り
、
誠
に
時
宜
を
得
た
お
話

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
明
日
か
ら
の
診
療

に
役
立
つ
大
変
有
意
義
な
お
話

ば
か
り
で
、
講
演
の
後
も
活
発

な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
能
登
地
区
で
開

業
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
ご
質

問
を
い
た
だ
き
、
主
催
者
側
と

し
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
し

た
。
今
後
も
、
よ
ろ
ず
勉
強
会

で
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
多

く
の
会
員
の
先
生
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

な
ん
で
も
学
術
！ 

な
ん
で
も
回
答
？ 

よ
ろ
ず
勉
強
会

三
宅

　
　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

見
逃
し
て
は
い
け
な
い
疾
患
を
学
ぶ

能
登
演
劇
堂
で
開
催

第
二
十
五
回

経口摂取実現のための実践的スキル経口摂取実現のための実践的スキル経口摂取実現のための実践的スキル経口摂取実現のための実践的スキル
石川県保険医協会・能登北部医師会の共催企画

医師とコ・メディカルのための講演会 in 能登

共催　石川県保険医協会・能登北部医師会

東名厚木病院　看護師　小山 珠美 氏講師
こ　 やま　   たま    み

◆と　き 2012年10月21日（日）午後1時～午後3時
◆ところ 輪島市文化会館・小ホール（輪島市河井町２０部１番地１）
◆対　  象 医師、歯科医師、コ・メディカル
◆定　  員 ８０人（定員に達し次第、締め切らせていただきます）
◆参 加 費 無料
◆申し込み 必要事項（医療機関・施設名、代表者氏名、申込人数、参加者の職種）を明記し、

案内チラシ裏面の参加申し込み書をＦＡＸまたはE-mailにてお送りください。

金沢から講師2人が出向いて開かれた「よろず勉強会 in 能登」（9月2日・能登演劇堂2階研修室）

講師の吉村光弘先生（金沢医療センター・内科）

講師の西川忠之理事（能美市・泌尿器科）

石 川 保 険 医 新 聞（1）2012年10月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第486号



医師、歯科医師、コ・メディカルのみなさんへ
石川県保険医協会 歯科学術講演会

周術期口腔ケアの有効性を検証する
と　き

ところ

講　師

対　象

参加費

１１月４日（日） 午前10時～12時30分
ホテル金沢 ４階 エメラルド 
（金沢市堀川新町 1番1号 TEL:076-223-1111）

大田 洋二郎 氏 
静岡県立静岡がんセンター 歯科口腔外科部長

会員、会員医療機関のスタッフ、コ・メディカル
（定員100人。定員になり次第締め切ります）

無 料 （申し込み 必要）
申込先 石川県保険医協会／金沢市尾張町2-8-23 太陽生命金沢ビル8階

ＴＥＬ 076-222-5373　ＦＡＸ 076-231-5156　E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

今回ご講演いただく静岡がんセンター歯科口腔外科部長の大田洋二郎先生は、長年にわた
り、がん治療の口腔ケアに戦略的に取り組んでこられた、この分野のパイオニア的存在です。
がん緩和病棟でも口腔ケアを精力的に推進されており、患者の権利・尊厳を守るべく、最
期まで自然な形で食事ができることを目標に取り組まれています。今年の歯科診療報酬改定
では周術期の口腔機能管理が新設されましたが、この普及・維持には医科・歯科の連携が欠
かせません。大田先生は既に口腔ケアを通じて、院内の医科の先生方から絶大なる信頼を得
ており、今回の講演会では医科・歯科連携に関する有意義なご提案をいただけるものと思い
ます。ぜひ、医科の先生方にご参加いただきたく案内いたします。
また、言うまでもなく、歯科医師や歯科衛生士の皆さんにとっても、具体的な口腔ケアの実
践は避けて通ることのできないきわめて重要な手技です。すべての歯科医療従事者への参加
を呼びかけます。
さらに、大田先生は「口腔ケアリンクナース制度」を立ち上げられ、実際の口腔トラブルの最
前線に立つ看護師に口腔ケアの普及を推進されており、看護師の皆さんにとっても明日から
の現場で役立つ内容になるかと思います。介護関係者の皆さんにも、歯科医療の新しい広がり
を知っていただけることと思います。
今回の講演会は、大田先生の長年の経験に基づく、エビデンスをもった口腔ケアの重要性

をお話しいただけるまたとない機会です。会員をはじめとする多くの医療・介護関係者の皆さ
んのご参加を期待します。

―医科歯科連携を進めるために―

石川県保険医協会主催

福島原発事故の現状と未来福島原発事故の現状と未来
小出　裕章氏
京都大学原子炉実験所

◆事前にお申し込みください
　 電話・E-mail・ＦＡＸのうち、いずれかの方法でお申し込みください

◆託児あり（無料）
　 （11/2㈮までに ①保護者名 ②電話番号 ③お子様名 ④性別 ⑤年齢をご連絡ください。）

今回、小出先生には東京電力福島第一原発の現況と今後についてお話いただくとともに、将来を見据え「廃炉」とは何か、その手
順はどういうものであるのか、また「再処理」をめぐる様々な問題点を明らかにしていただく予定です。ご来場の皆さんとともに日
本の「みらい」、原発に依存しない「みらい」を考える機会となればと思っています。多くのご参加をお待ちしています。

講 師
【プロフィール】
1949年東京都生まれ。72年東北大学工学部原子核工学科卒業。74年東北大学大学
院工学研究科原子核工学修了。74年から現職。伊方原発訴訟住民側証人。著書に『放
射能汚染の現実を超えて』、『隠される原子力　核の真実』、共著に『原子力と共存でき
るか』など。

と  き ところ

対  象 参加費

2012年11月11日（日）
午後1：30～3：30

ホテル金沢 4階 エメラルド
（金沢駅東口徒歩1分　☎076-223-1111）

関心のある方どなたでも（定員300人）
※定員に達し次第締め切ります。お早めにお申し込みください

無料

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい シリーズ第5回

金沢市尾張町2-8-23 太陽生命金沢ビル8階　
ＴＥＬ 076-222-5373　ＦＡＸ 076-231-5156　E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp石川県保険医協会

撮影：松岡広樹

周術期口腔機能管理関連の
情報提供文書のご案内
　今次、歯科診療報酬改定に伴い新設された周術期口腔機能管理関連の点数算定
に必要な情報提供文書を保団連が作成しました。
　情報提供文書は周術期口腔機能管理計画策定料を算定する際に必要な「周術期
口腔機能管理計画書」と周術期口腔機能管理料（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）を算定する際に必
要な「周術期口腔機能管理報告書」の２点です。
　冊子発行はせず、保団連ホームページに掲載し、必要に応じダウンロードして
ご活用いただくことになりました。
■ダウンロード方法
保団連ホームページ  http://hodanren.doc-net.or.jp/
　→トップページ右下の「出版物のご案内」→「その他の出版物」
　　→「周術期口腔機能管理に係る情報提供文書」

周術期口腔機能管理計画書 周術期口腔機能管理報告書
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八
月
十
日
、
民
主
・

自
民
・
公
明
の
三
党
合

意
に
よ
り
、
消
費
税
増

税
法
案
と
と
も
に
、
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
案
が
参
議
院
に
お
い

て
可
決
・
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
は
給
付

内
容
の
充
実
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
縮
小
を
基
本
方
針
と
し
て
、
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
が
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
法
律
は
、社
会
保
障
給
付
を「
受

益
」と
み
な
し
、そ
の
受
益
に
見
合
っ

た
負
担
を
国
民
に
強
い
る
と
し
て
い

る
。
自
助
・
自
己
責
任
を
原
則
と
し
、

そ
れ
を
助
け
合
い
の
共
助
に
よ
っ
て

支
援
す
る
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、

社
会
保
障
本
来
の
精
神
で
あ
る
国
に

よ
る
生
存
権
保
障
を
放
棄
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

ま
た
、
消
費
税
を
社
会
保
障
目
的

税
と
す
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
給
付

を
消
費
税
収
の
範
囲
内
に
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
国
民
に
と
っ
て
は

消
費
税
の
引
き
上
げ
か
社
会
保
障
給

付
の
抑
制
か
の
二
者
択
一
の
選
択
肢

し
か
残
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

今
後
開
催
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
は
、
憲
法

の
精
神
「
社
会
保
障
は
国
民
の
権
利

で
あ
り
、
そ
の
権
利
内
容
を
「
向
上

及
び
増
進
」
さ
せ
る
の
が
国
の
役
割

で
あ
る
こ
と
」
に
も
う
一
度
立
ち
返

る
べ
き
で
あ
る
。
委
員
に
は
憲
法
に

対
す
る
識
見
の
高
い
有
識
者
を
選
出

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
国
会
議
員

も
議
論
に
加
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
幅

広
い
国
民
の
声
が
反
映
す
る
よ
う
、

す
べ
て
の
政
党
・
会
派
か
ら
の
選
出

を
求
め
た
い
。

保
険
医
協
会
は
、
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、そ
れ
を
国
民
と
共
有
す
る
た
め
、

国
民
的
な
議
論
を
深
め
て
い
く
。
ま

た
、
本
法
律
の
廃
止
に
向
け
た
取
り

組
み
、
国
民
会
議
に
憲
法
の
理
念
を

反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
、

す
べ
て
の
国
民
が
安
心
安
全
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険
制
度
の
堅

持
を
引
き
続
き
追
求
し
て
い
く
。

憲
法
の
精
神
生
か
せ
、国
民
会
議

憲
法
の
精
神
生
か
せ
、国
民
会
議

社
会
保
障
は「
受
益
」で
な
く「
権
利
」

三
党
合
意
を
破
棄
し
、再
議
論
を

死
者
の
人
格
を
否
定
す
る
こ

と
は
、
生
き
て
い
る
人
間
の
人

格
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

死
体
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
は
、

生
き
て
い
る
人
間
の
尊
厳
を
守

る
こ
と
で
も
あ
る
（
本
書
終
章

百
九
十
五
頁
よ
り
）。

プ
ラ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
製
法
で
作
ら
れ
た
人
体
標

本
を
商
業
展
示
と
し
て
、
全
国

三
十
六
カ
所
で
巡
回
開
催
さ
れ

た「
人
体
の
不
思
議
展
」（
以
下
、

「
人
体
展
」）
は
六
百
五
十
万
人

以
上
を
動
員
し
た
と
い
う
。
し

か
し
、
人
体
標
本
の
展
示
は
死

体
の
商
品
化
で
あ
り
、
本
人
や

家
族
の
同
意
が
無
い
な
ど
倫
理

的
に
も
法
的
に
も
重
大
な
問
題

が
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
「
人
体
展
」

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
外
国
に
お
け
る
死
体

展
示
の
規
制
状
況
な
ど
も
紹
介

し
、
死
体
の
商
業
展
示
が
な
ぜ

日
本
で
継
続
し
た
の
か
、
本
来

は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
べ

き
医
学
界
や
自
治
体
、
マ
ス
コ

ミ
が
人
体
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
広
報

担
当
の
役
割
を
演
じ
た
事
実
を

告
発
し
、
そ
の
責
任
を
追
及
し

て
い
る
。　

一
九
九
六
年
か
ら
全
国
巡
回

し
た
「
人
体
展
」
は
、
日
本
赤

十
字
社
、
日
本
医
学
会
、
日
本

医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師
会
、

日
本
看
護
協
会
の
後
援
を
受
け

て
開
か
れ
た
。
い
ず
れ
も
日
本

で
有
数
の
医
学
・
医
療
団
体
で

あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年

以
降
は
、
こ
れ
ら
の
医
学
・
医

療
団
体
は
後
援
を
降
り
て
い

る
。
し
か
し
、
や
め
る
際
に
、

後
援
に
至
っ
た
経
緯
や
後
援
を

取
り
や
め
る
理
由
に
つ
い
て
一

切
説
明
し
て
い
な
い
。

著
者
の
末
永
恵
子
氏
（
福
島

県
立
医
科
大
学
講
師
）
は
、『
日

本
の
医
学
・
医
療
団
体
が
、「
人

体
展
」
を
後
援
し
た
こ
と
を
反

省
で
き
な
い
の
は
、
七
三
一
部

隊
の
問
題
を
う
や
む
や
に
し
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
謝
罪
し
な

く
て
も
、
責
任
を
と
ら
な
く
て

も
、
戦
後
の
日
本
社
会
で
ほ
と

ん
ど
追
及
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、医
学
界
は
甘
え
て
き
た
し
、

今
も
甘
え
て
い
る
。
医
師
・
医

学
者
の
戦
争
責
任
と「
人
体
展
」

を
後
援
し
た
責
任
問
題
は
実
は

つ
な
が
っ
て
い
る
。』
と
指
摘

す
る
。

末
永
氏
は
二
〇
〇
六
年
の
仙

台
展
の
開
催
中
に
問
題
意
識
を

共
有
す
る
医
師
、
研
究
者
ら
と

と
も
に
『「
人
体
の
不
思
議
展
」

に
疑
問
を
も
つ
会
』
を
立
ち
上

げ
、
以
後
開
催
地
の
自
治
体
や

保
険
医
協
会
、
民
医
連
な
ど
に

働
き
か
け
て
「
人
体
展
」
の
中

止
運
動
を
粘
り
強
く
展
開
し
て

き
た
。
大
き
な
転
機
と
な
っ
た

の
は
二
〇
一
〇
年
の
金
沢
展
と

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
出
か
ら
３
と
放
り
込
む
の
が

好
手
。
白
４
に
黒
５
、
７
で
白
死
で

す
。
黒
３
で
５
は
白
７
。
ま
た
黒
３
で

７
は
白
４
で
白
生
き
。
白
４
で
７
な
ら

黒
イ
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁2
7

5

1
3

4

6

イ

☗
1
二
金
☖
同
金
☗
同
歩
成
☖

同
金
☗
２
二
金
☖
同
金
☗
１
三

竜
☖
同
金
☗
２
二
金
ま
で
９
手

詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
２
二
銀
成
は

☖
同
玉
で
届
き
ま
せ
ん
。
☗
1

二
金
以
下
の
攻
め
で
、
５
手
目

☗
2
二
金
と
捨
て
て
次
の
☗
１

三
竜
が
思
い
切
っ
た
決
め
手
と

な
り
ま
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

９
＋
８
で
、答
え
は「
17
」

（
問
題
10
面
）

京
都
展
を
め
ぐ
る
攻
防
で
あ

る
。
金
沢
展
で
は
、
石
川
県
保

険
医
協
会
を
は
じ
め
石
川
県
医

師
会
、
金
沢
市
医
師
会
、
石
川

民
医
連
が
、
そ
れ
ぞ
れ
主
催
者

（「
人
体
展
」
事
務
局
と
北
國
新

聞
社
）
に
開
催
中
止
を
、
展
示

会
場
（
金
沢
二
十
一
世
紀
美
術

館
）
に
貸
館
中
止
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
、
金
沢
大
学
医

学
類
は
医
学
類
の
全
学
生
に
展

示
へ
の
非
協
力
を
要
請
す
る
異

例
の
通
知
を
出
し
た
。
京
都
展

で
は
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、

京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
、
京

都
民
医
連
が
呼
び
か
け
て『「
人

体
の
不
思
議
展
」
を
考
え
る
京

都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』を
結
成
し
、

刑
事
告
発
、
損
害
賠
償
請
求
、

検
察
審
査
会
へ
の
申
し
立
て
な

ど
司
法
の
判
断
を
求
め
て
、
世

論
に
訴
え
た
。

京
都
展
終
了
後
、
主
催
者

（「
人
体
展
」
事
務
局
）
は
、
次

の
展
示
を
準
備
で
き
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
、
つ
い
に

二
〇
一
二
年
三
月
に
閉
幕
宣
言

を
出
し
、「
人
体
展
」
事
務
局

を
解
散
し
た
。
全
国
の
開
催
地

で
取
り
組
ま
れ
た
市
民
運
動

が
、
こ
の
閉
幕
宣
言
（
敗
北
宣

言
）を
引
き
出
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
辺
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

運
動
経
過
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ

本
書
を
ご
一
読
い
た
だ
き

た
い
。

事
務
局

　神
田

　順
一

「
人
体
展
」の
問
題
を
明
ら
か
に
し

　開
催
中
止
に
追
い
こ
ん
だ
市
民
運
動

死体は見世物か
〜「人体の不思議展」をめぐって〜

●末永恵子著
●大月書店発行
●四六判・214頁
●定価1,800円 + 税
※この本をご希望の方は、ネット

などでお求めください。

ま
ず
は
、
報
告
事
項
の
確

認
か
ら
理
事
会
は
始
ま
っ

た
。
総
務
部
に
お
い
て
は
保

団
連
第
四
十
五
回
臨
時
大
会

の
報
告
で
、
一
般
社
団
法
人

を
設
立
し
保
険
医
休
業
保
障

共
済
制
度
を
認
可
制
度
と
し

て
募
集
を
再
開
す
る
件
に
つ

い
て
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
こ
と
が
工
藤
事
務
局
長

よ
り
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

協
会
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

協
同
組
合
な
ど
を
代
理
店
と

す
る
件
に
つ
い
て
は
、協
議
・

折
衝
中（
協
会
自
身
が
社
員
・

代
理
店
と
な
っ
た
上
で
、
協

同
組
合
等
を
協
会
代
理
店
と

同
様
の
契
約
内
容
の
代
理
店

と
し
て
休
保
共
済
会
と
の
間

で
代
理
店
委
託
契
約
を
結
ぶ

と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
検
討

中
）
で
あ
る
と
報
告
が
あ
っ

た
。
経
営
・
共
済
部
に
お
い

て
は
、
休
保
共
済
会
の
社
員

に
な
る
件
に
つ
い
て
は
、
今

年
中
に
手
続
き
を
行
う
こ
と

と
し
、
休
保
共
済
会
と
の
代

理
店
契
約
に
つ
い
て
は
、
有

限
会
社
が
代
理
店
に
な
れ
る

よ
う
現
在
行
わ
れ
て
い
る
折

衝
の
進
展
を
み
て
、
時
期
を

み
て
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

協
議
事
項
と
し
て
、
次
期

衆
議
院
選
挙
・
石
川
選
挙
区

立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
医

療
・
福
祉
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
、
項
目
の
検
討
お

よ
び
質
問
形
式
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
た
。そ
の
結
果
、

質
問
の
回
答
を
明
確
に
さ
せ

る
た
め
、「
は
い
」「
い
い
え
」

を
端
的
に
問
う
形
式
に
し
、

理
由
に
つ
い
て
も
記
載
す
る

欄
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
、
混
合
診
療
を
取
り
上

げ
る
べ
き
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
が
、
項
目
案
は
次
回

以
降
の
理
事
会
に
て
再
度
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
山
本　

記
】

第10回 理事会点描

保険医協会の休保
いよいよ再開決定

（9月18日・12人出席）
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在
宅
重
度
の
小
児
を

　  

総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

在
宅
重
度
の
小
児
を

　  

総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

今
回
は
、
横
井
小
児
科
内
科

医
院
の
横
井
透
先
生
を
訪
問
し

ま
し
た
。
小
児
科
医
の
在
宅
医

療
の
実
際
を
お
聞
き
し
た
か
っ

た
の
で
、
お
願
い
し
た
も
の
で

す
。保
険
医
協
会
の
理
事
会
で
、

小
川
滋
彦
理
事
（
金
沢
市
・
内

科
）
か
ら
「
私
が
午
後
七
時
過

ぎ
に
胃
ろ
う
管
理
の
こ
と
で
往

診
す
る
と
、
こ
の
後
九
時
ご
ろ

に
横
井
先
生
の
訪
問
診
察
が
あ

る
と
家
族
が
言
っ
て
い
た
」
と

い
う
話
を
聞
き
、
な
に
や
ら
す

ご
い
な
あ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

小
児
の
遺
伝
性
疾
患
を
専
門

に
し
て
い
た
横
井
先
生
は
、
開

業
し
て
か
ら
は
寝
た
き
り
で
気

管
切
開
を
し
て
い
る
重
度
の
子

が
通
院
困
難
な
場
合
に
、
訪
問

診
察
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
四
人
の
元
子
ど
も

さ
ん
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

診
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
時

間
帯
に
、
週
一
回
訪
問
に
出
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
訪
問
先
が
遠

方
で
か
つ
地
域
が
ば
ら
ば
ら

で
、
さ
な
が
ら
金
沢
市
一
周
の

よ
う
だ
と
の
こ
と
。
た
だ
、
距

離
だ
け
で
は
な
く
「
訪
問
診
療

の
時
に
、
訪
問
教
育
の
状
況
や

訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に

つ
い
て
の
相
談
や
調
整
を
行
っ

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
九
時

過
ぎ
に
な
る
の
も
首
肯
で
き
ま

す
。
訪
問
診
察
に
は
奥
様
が
同

行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

患
家
宅
へ
は
入
ら
ず
、
車
で
の

待
機
で
す
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

備
え
て
と
い
う
こ
と
と
、
運
転

中
や
訪
問
診
察
中
に
か
か
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
電
話
へ
の

二
十
四
時
間
対
応
の
た
め
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
訪
問
に
向
か

う
途
中
、
雪
道
で
往
生
し
た
話

も
聞
き
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
は
、
脳
性
麻
痺
、

染
色
体
異
常
や
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
（
聞

い
た
こ
と
は
あ
る
が
診
た
こ
と

は
な
い
。
亜
急
性
硬
化
性
全
脳

炎
の
略
）
が
主
疾
患
で
す
。
い

ず
れ
も
胃
ろ
う
造
設
を
し
て
お

り
、
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
装
着
や

人
工
呼
吸
器
装
着
の
方
も
い

て
、
医
療
依
存
度
が
極
め
て
高

い
方
ば
か
り
で
す
。
在
宅
寝

た
き
り
患
者
処
置
指
導
管
理

料
を
算
定
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
管
理
料
は
千
五
十
点
で

す
が
、
実
際
に
使
用
し
て
い

る
物
品
の
価
格
を
全
部
足
す

と
一
万
六
千
九
百
七
十
二
円
と

な
る
場
合
が
あ
る
と
の
デ
ー
タ

を
見
せ
て
も
ら
い
「
ウ
ー
ム
」

で
す
。

胃
ろ
う
管
理
は
専
門
医
の
小

川
先
生
に
依
頼
し
て
い
ま
す

が
、管
理
料
や
訪
問
診
療
料
は
、

二
医
療
機
関
で
同
時
に
算
定
で

き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
医
療
依
存
度
の
高
い

方
の
診
療
で
は
、
い
か
が
な
も

の
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
ぶ
ん
無
い
だ
ろ
う
な
と
思

い
な
が
ら
、
在
宅
で
の
看
取
り

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
異

染
性
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

m
e

t
a

c
h

r
o

m
a

t
ic 

leukodystrophy
（
Ｍ
Ｌ
Ｄ
）

の
子
ど
も
さ
ん
が
、
危
篤
状
態

で
病
院
を
退
院
し
、
家
庭
で
の

看
取
り
を
依
頼
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
一
日
も
持
た
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
た
子
ど

も
さ
ん
は
、
連
日
の
往
診
な
ど

で
危
機
を
脱
し
、
そ
の
後
、
安

定
し
た
た
め
、
三
日
ご
と
の
往

診
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
三
カ
月
後
に
再
び
肺
炎
？
を

起
こ
し
て
状
態
悪
化
し
、
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
る
前

も
毎
日
往
診
し
、
在
宅
で
看
取

る
こ
と
の
確
認
を
し
な
が
ら
、

ご
両
親
の
ご
希
望
に
添
え
る
よ

う
に
し
た
そ
う
で
す
。
横
井
先

生
は
、こ
の
事
例
の
こ
と
を「
私

に
と
っ
て
、
生
き
る
こ
と
と
死

ぬ
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
と
て

も
貴
重
な
経
験
で
し
た
」
と
述

懐
さ
れ
ま
し
た
。

親
が
希
望
す
れ
ば

　
　  

重
度
で
も
在
宅
で

親
が
希
望
す
れ
ば

　
　  

重
度
で
も
在
宅
で

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
親

と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
い
ち

ば
ん
の
幸
せ
で
、
そ
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
発
達
し
、
成
長

す
る
。
こ
れ
は
家
庭
な
ら
で
は

の
こ
と
で
、本
来
、施
設
に
入
っ

て
い
る
よ
う
な
重
度
の
子
ど
も

さ
ん
で
も
、親
が
希
望
す
れ
ば
、

訪
問
で
も
外
来
で
も
小
児
科
医

が
き
ち
ん
と
支
え
て
在
宅
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
横
井
先
生
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

医
療
依
存
度
の
高
い
患
者
さ

ん
を
支
え
て
行
く
に
は
、
専
門

性
を
持
っ
た
医
師
の
か
か
わ
り

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

ど
の
医
師
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

専
門
的
な
医
療
技
術
が
あ
る
か

が
分
か
っ
た
上
で
な
い
と
、
な

か
な
か
連
携
で
き
な
い
面
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
情
報
が

共
有
さ
れ
る
仕
組
み
と
、
分
担

し
て
担
う
在
宅
医
療
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
る

よ
う
な
診
療
報
酬
で
あ
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
写
真
を
撮
ろ
う
と
二

人
並
ん
だ
ら
、
握
手
を
し
な
が

ら
の
撮
影
と
な
り
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
た
事
務
局
員
に
、「
同
級

生
な
ん
だ
よ
」
と
一
言
。
横
井

先
生
は
学
生
時
代
は
い
つ
も
席

は
一
番
前
で
し
た
。

横
井
先
生
の
医
師
と
し
て
の

仕
事
へ
の
ひ
た
む
き
さ
を
感
じ

て
、
私
の
背
筋
も
ピ
ン
と
伸
び

た
感
じ
が
し
た
訪
問
で
し
た
。

取材班の大川義弘理事とは同級生の横井透先生（右）

横井小児科内科医院

よびかけ人
海辺　公子（陶　芸　家） 飯森　和彦（弁　護　士）
五十嵐正博（神戸大学大学院教授） 井上　英夫（金沢大学大学院教授）
江守　道子（歯 科 医 師） 岡井　直道（かなざわ演劇人協会）
小野　栄子（福島県出身） かつおきんや（児童文学者）
金森　俊朗（いしかわ県民教育文化センター） 河﨑　俊栄（日蓮宗僧侶）
佐藤　　清（原発問題住民運動石川県連絡センター） 志田　弘子（加賀友禅作家）
白﨑　良明（医　　　師） 菅野　昭夫（弁　護　士）
田口　昭典（金沢キリスト教会牧師） 鳥毛　美範（弁　護　士）
直江　俊一（金沢大学名誉教授） 西田　直巳（医　　　師）
西本多美子（被　爆　者） 橋本　哲哉（金沢大学名誉教授）
吉田　　均（医　　　師）  （9月11日現在）

〔連絡先〕金沢市昭和町5-13 石川県平和と労働会館内 ☎076-231-3199
11.11県民集会実行委員会

2012年

11月11日㈰★10：00～ 集　会
 金沢市中央公園
★11：00～ パレード

志賀原発は廃炉に!

11.11県民集会
─原発ゼロ、福島被災者支援─

歯科診療報酬情報
■歯科用14カラット金合金など10月1日より適用

2012年10月１日から歯科材料価格の変更に伴い、改定点数による請求となります。今
回は歯科用14カラット金合金鉤用線および歯科用鋳造用銀合金第１種の価格のみが変更
となり、金銀パラジウム合金の価格変更はありません。新たに変更となる部分は下線の
とおりです。
支台築造（装着料を含む）

メタルコア その他
大臼歯 234（322） 158（221）

前・小臼歯 186（261） 147（210）

線鉤
双子鉤 二腕鉤 レストなし フック、スパー

14K 569 425 ― ―

■2012年４月改定で処方せん様式が変更されました
2012年９月30日までは経過措置により従前の様式も修正の上使用できましたが、10月１

日以降は新様式でなければ処方せんが発行できなくなりましたのでご注意ください。

石 川 保 険 医 新 聞 2012年10月15日（毎月15日発行）（4）第486号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

在宅医訪問 7 小児科医の在宅医療の実際
横井小児科内科医院 
 横井　透 先生（金沢市・小児科）

取材　医療福祉部取材班



社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

深刻な医療破壊を招く一体「改革」
原　和人（金沢市・外科）

第 6 回

前回、「一体『改革』」の将来の医療費の伸びの「超」過小評価について
述べた。その施策の中心は、医療供給体制の縮小である。今回は、これに
ついて論じてみたい。

1.	一般病床の削減と介護施設、居住系施設へのシフト
すでに日本は人口の減少時代に入ったが、一方で、急速な高齢者の増加

が予測される。2010年の75歳以上の人口は1422万人で、2025年には2167万
人と約50% 増加する。2025年は、団塊の世代が75歳以上になる時代であり、
その後も増え続け、そのピークは2042年となる予測である。

今日の日本の病院の入院患者の多くは75歳以上の高齢者で、その人口の
増加を単純に考えれば、2025年の必要病床数は1.5倍に増えることになる。
日本の病院の病床数は、1990年をピークに減少している。この間、日本の
高齢化は進行し、ベッド需要が増加してきたにもかかわらず、医療費抑制
という名目の下、病床を削減し、在院日数の短縮と介護施設の増加を行っ
た。しかし、一般病床の減少は、過疎地域において地域から一般病床がな
くなるという社会問題や、救急患者の受け入れができないなど、深刻な医
療崩壊を招いている。
「一体『改革』」では、2010年から2025年に、一般病床を107万床から103

万床に４万床削減し、一方で長期療養病床は23万床から28万床に５万床増
やす計画としている。また介護施設は92万床から131万床と39万床増加さ
せ、居住系施設を31万床から61万床に倍増させるとしている。このことは、
医療施設から介護施設へのシフトを行い、いわゆる「地域包括ケアシステ
ム」で医療が必要な高齢者をカバーしようとするものである。急性期から
慢性期医療へ、そして、慢性期医療から介護へのシフトは、悪いことでは
ない。しかし、いくつかの条件が必要である。一つは、急性期医療は、よ
り急性期の患者を治療することになり、マンパワーの充実が必要である。
また、慢性期においても、急性期の治療後のより医療依存度の高い患者を
治療することになり、医療が十分保障される制度とともに、ここもまたマ
ンパワーの充実が条件となる。そして、安定した慢性期の病床の確保こそ

が、急性期病床が、その急性期としての役割を発揮する条件となる。
介護施設や居住系の施設においても同様である。医療必要度の高い患者

が介護施設にシフトすることは、その介護施設においても、十分な医療が
保障されなければならず、介護施設においても、介護スタッフの増員と医
療との関わりを強化する必要がある。

結論から言えば、医療から介護へのシフトは、いずれの施設においても、
マンパワーの今まで以上の充実なしには実現しえない。

2.	決定的なマンパワーの不足で回復不能な医療破壊を招く
医療を支えるのが医師を始めとするマンパワーである。この間、国が医

療従事者の育成を抑制してきたことによって、医療現場に混乱をきたして
いる。医療従事者の労働密度は、今日、格段に変化している。その要因の
一つは、医療技術の進歩である。医療技術の進歩によって、医療がより高
度化し、患者１人当たりの業務密度は高まっている。また、高齢化により、
患者のリスクが多くなることによって、患者１人当たりの業務密度は高ま
る。私が医師となった1970年中頃は、80歳を超えると胃がんの手術適応が
ないとされていた。しかし、現在は、年齢の問題ではなく、患者が手術に
耐えうるかどうかで手術適応が判断される。当然、術前、術後の管理にか
かる業務密度が高まる。また、人権意識の高まりや医療の安全性への重視
により、患者への説明と同意、医療連携による診療情報の共有化に伴う業
務も増加している。
「一体『改革』」においても、このことは認知しているようである。急性

期医療を、「高度急性期」と「一般急性期」に分類し、2025年に「高度急
性期」の職員数を現行の２倍、「一般急性期」は1.6倍にする数値目標を立
てている。しかし、それに見合った医師や医療従事者の養成の方針は見当
たらない。この医師をどこから確保しようとしているのか。今後の医師数
の推移は2025年ごろに32万人でほぼプラトーに達する。

その原因は、医師養成数にある。私が入学した1968年当時の医学部定員
数は4,000人であった。それが1973年の閣議決定により医大の新設が決ま
り、特に、各県に医科大学が新設された。これによって、1980年までにほ
ぼ現行の医科大学数となり、その入学定員も8,000人となった。その後、
医療崩壊が社会問題化し、医学部入学定員が若干増加している。

私たち団塊の世代がそろそろ医師としての定年を迎えている。私の世代
が70歳で定年を迎える時期には、単純に考えれば、4,000人の医師がリタイ
アし、新たに8,000人の医師が生まれる。しかし、1980年代以降に入学した
医師が定年を迎える2025年から2030年ごろには、リタイアする医師と新た
に医師になる医師がほぼ同数となる。従って、2025年から2030年ごろ以降
は、日本の医師数が増えないことになる。

こういう予測が明らかにもかかわらず、国は医師養成数を大幅に増やそ
うとはしていない。そして、医師を急性期にシフトさせるとしている。こ

れが現実になると、深刻な医師不足になることは
明らかである。加えて、医療から介護へ、介護か
ら在宅へというシフトが策されている。すでに述
べたように、急性期から慢性期へのシフトは、慢
性期医療において医療の必要度が高まることが十
分予測されるし、医療が必要な患者が在宅にシフ
トされれば、介護スタッフだけではケアできない。

団塊の世代が後期高齢者になる時期、その世代
の医師はリタイアすることができず、自らが医療
や介護を受けながら、医療や介護を担わなければ
ならない事態になることは十分に予測できる。医
師の養成は、少なくとも10年を必要とする。2025
年の医療の姿を展望する時、医師の養成数を増や
さなければならない時期は、もうタイムリミット
に近づいている。

3.	将来の医療予測に対する対応は国の責任
国は、国民のいのち、健康に責任を持たなけれ

ばならない。「一体『改革』」のように、希望的予
測の下で、机上の空論によって、医療の将来予測
を立てている現状では、国は、その責任を果たし
ていないと言わざるをえない。「一体『改革』」の
先にあるのは、修復不能になってしまう「医療崩壊」
である。

人口ピーク（2004年）
12,779万人

11.6％
（2007）

9.9％
（2007）

14歳以下人口

15～64歳人口

65～74歳人口

65～74歳人口の割合

75歳以上人口
75歳以上人口の割合12,777

1,270

1,476

8,302

1,729

11,522

2,266
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6,740
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資料 ： 2005年までは総務省統計局「国勢調査」、2007年は総務省統計局「推計人口（年報）」、
  2010年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）中位推計」

平成18年推計値
（日本の将来人口推計）

実績値
（国勢調査）

75歳以上高齢者の増大
○　我が国の75歳以上人口の割合は現在10人に１人の割合であるが、2030年には5人に1人、
　2055年には4人に1人になると推計されている。

石 川 保 険 医 新 聞（5）2012年10月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第486号



労
働
災
害
の
推
移

日
本
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
病
者
数
や
業

務
上
疾
病
数
は
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
順
調

に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
横
ば
い
か
、

増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

じ
ん
肺
、
有
機
溶
剤
な
ど
労
働
安
全
衛
生
法
に

定
め
る
有
害
な
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
を
対

象
と
し
た
特
殊
健
診
の
有
所
見
率
も
年
々
増
加

し
、
二
〇
一
〇
年
は
六
・
四
％
で
す
。
校
正
印
刷

職
場
で
胆
管
が
ん
が
集
団
発
生
し
た
事
件
を
受

け
、
厚
生
労
働
省
が
印
刷
業
者
を
緊
急
調
査
し
た

結
果
、
化
学
物
質
取
り
扱
い
四
百
九
十
四
事
業
場

の
う
ち
三
百
八
十
三
事
業
場
（
七
七
・
五
％
）
で

法
令
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

石
綿
が
原
因
と
さ
れ
る
中
皮
腫
で
年
に
千
人

以
上
が
死
亡
し
（
う
ち
労
災
認
定
は
約
五
百
人
）、

肺
が
ん
は
年
に
約
四
百
人
が
労
災
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
請
求
さ
れ
て
い
な
い
例
も
多
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
大
震
災
後
の
復
旧
作
業
で

石
綿
が
飛
散
し
、
当
時
の
作
業
者
が
中
皮
腫
に
罹

患
し
労
災
認
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
で
も
復
旧
作
業
に
伴
い
石
綿
の
飛
散
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
一
九
七
〇
年
代
に
建
て

ら
れ
た
建
造
物
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
る
解
体
に

よ
っ
て
、
建
物
内
の
吹
き
つ
け
石
綿
が
大
気
中
に

排
出
さ
れ
る
ピ
ー
ク
は
二
〇
一
〇
～
二
〇
二
五
年

と
推
定
さ
れ
、
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
低
線
量
放

射
線
被
曝
や
内
部
被
曝
の
健
康
影
響
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
電
離
放
射
線
作
業
従
事

者
、
除
染
作
業
者
、
汚
染
物
処
理
作
業
者
な
ど
被

曝
の
恐
れ
が
あ
る
作
業
者
に
対
す
る
厳
格
な
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
場
一
般
健
康
診
断
の
結
果
で

何
ら
か
の
所
見
を
有
す
る
労
働
者
の
割
合
が

二
〇
〇
八
年
に
五
〇
％
を
超
え
、
二
〇
一
一
年
に

は
五
二
・
七
％
に
な
り
ま
し
た
。
検
査
の
正
常
範

囲
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
高
齢
化
と
共
に
従
業
員
の
半
数
以
上
が

健
康
と
言
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

英
国
の
死
亡
災
害
は
日
本
の
四
分
の
一

世
界
の
中
で
労
働
安
全
衛
生
の
先
進
国
の
一

つ
で
あ
る
英
国
と
比
較
す
る
と
、
労
働
災
害
発
生

率
は
日
本
の
方
が
少
な
い
（
日
本
で
は
非
死
亡
災

害
の
申
告
漏
れ
・
労
災
隠
し
が
多
い
と
思
わ
れ

る
）
の
に
、
死
亡
災
害
発
生
率
は
日
本
の
方
が
四

倍
以
上
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

１
）。
英
国
で
重
大
な
労
働
災
害
を
減
少
さ
せ
た

政
策
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
。

英
国
で
は
労
働
安
全
行
政
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
⑴
法
律
や
規
則
が
多
す
ぎ
る
、
⑵
法
律
の

多
く
は
本
質
的
に
不
備
で
あ
り
新
た
な
危
険
源

や
有
害
要
因
に
対
応
で
き
な
い
、
⑶
行
政
管
轄

が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
、
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た

（
一
九
七
二
年
ロ
ー
ベ
ン
ス
報
告
）。

一
九
七
四
年
に
成
立
し
た
作
業
安
全
衛
生
法

は
、「
事
業
者
は
、合
理
的
に
実
施
可
能
な
範
囲
で
、

職
場
に
お
け
る
就
労
者
の
健
康
、
安
全
お
よ
び
福

祉
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
そ

の
具
体
的
基
準
の
目
安
と
し
て
、
そ
の
時
点
で
の

最
新
の
技
術
レ
ベ
ル
を
反
映
し
た
認
証
実
践
コ
ー

ド
を
示
し
、
安
全
衛
生
を
一
元
的
に
管
理
す
る
安

全
衛
生
庁
（
Ｈ
Ｓ
Ｅ
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

認
証
実
践
コ
ー
ド
は
科
学
的
知
見
や
リ
ス
ク

評
価
・
費
用
対
効
果
分
析
に
よ
り
検
証
さ
れ
、
常

に
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（ILO

 O
H

SM
S

や

O
H

SA
S18001

）
や
機
械
類
の
安
全
設
計
規
格

（ISO
12100

：2010

）
の
元
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
失
業
率
と
雇
用
不
安
を
克
服
す
る
た

め
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
確
保
が
政
策
上
の
最

重
要
課
題
と
な
り
、
雇
用
機
会
創
出
の
多
く
を
担

う
中
小
企
業
で
の
安
全
衛
生
確
保
が
主
要
政
策

と
な
り
ま
し
た
。
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中

小
企
業
へ
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
啓
蒙
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

英
国
で
成
功
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

⑴
対
象
は
労
働
者
以
外
に
、自
営
業
者
や
公
衆
も

英
国
で
は
一
九
八
四
年
以
降
、
自
営
業
者
の
労

働
災
害
や
生
産
活
動
に
伴
う
公
衆
の
産
業
災
害

も
把
握
さ
れ
て
お
り
（
一
九
九
五
年
で
は
自
営
業

者
を
含
む
労
働
災
害
の
死
者
二
百
五
十
八
人
、
公

衆
産
業
災
害
の
死
者
八
十
六
人
）、
労
働
災
害
の

公
害
化
を
防
ぐ
た
め
の
施
策
も
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
は
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
実
施
は
事
業
者
の
義
務

安
全
配
慮
義
務
を
全
う
す
る
た
め
の
体
系
的

な
取
り
組
み
が
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
適
切

か
つ
十
分
な
実
施
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
規
則
が
存
在
し
ま
す
。
ト
ッ
プ
を
中
心

と
し
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑶
五
ス
テ
ッ
プ
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ス
テ
ッ
プ
１
：
難
し
く
考
え
ず
、
職
場
を
活
性

化
す
る
要
因
、
職
場
で
危
険
と
思
う
と
こ
ろ

（
危
険
要
因
）
や
健
康
に
悪
い
と
思
う
こ
と

（
有
害
要
因
）
を
職
場
の
み
ん
な
で
出
し
合

う
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
（
表
２
）。

ス
テ
ッ
プ
２
：
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る

人
を
も
れ
な
く
挙
げ
ま
す
。労
働
者
の
ほ
か
、

家
族
や
近
隣
住
民
な
ど
も
考
慮
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
：
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
決
め
ま

す
。
大
き
な
リ
ス
ク
を
優
先
し
て
、
対
策
を

話
し
合
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
４
：
以
上
を
一
覧
表
に
記
録
し
、
対

策
が
困
難
か
、
対
策
後
に
も
残
る
リ
ス
ク
を

み
ん
な
に
周
知
し
ま
す
（
英
国
で
は
五
人
以

上
の
事
業
場
は
記
録
作
成
が
法
的
義
務
）。

ス
テ
ッ
プ
５
：
毎
年
一
回
以
上
、
リ
ス
ク
と
対

策
を
見
直
し
、
記
録
を
作
成
し
ま
す
。

⑷
リ
ス
ク
の
大
き
さ
の
決
め
方

危
険
有
害
要
因
が
放
置
さ
れ
た
場
合
に
将
来

起
こ
り
う
る
「
ケ
ガ
や
病
気
の
重
篤
さ
」、「
危
害

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人
数
と
頻
度
」、「
現
在

実
施
さ
れ
て
い
る
対
策
の
効
果
」
を
考
慮
し
て
リ

ス
ク
を
「
大
、中
、小
」
も
し
く
は
「
最
大
、大
、中
、

小
」
に
分
け
ま
す
。
最
初
は
感
覚
で
、
慣
れ
て
き

た
ら
少
し
ず
つ
合
理
的
な
方
法
を
使
っ
て
、
リ
ス

ク
に
重
み
付
け
を
し
ま
す
。

表1　労働災害の日英比較

調査年 雇用者数 労災件数 内、
死亡者数

被災者数／雇用者数
×1000

死亡者数／雇用者数
×10万

日　　本 2005 64,000,000 551,663 1,514 8.6 2.3

イギリス 2005 29,600,000 328,000 212 11.08 0.58

イギリスのデータは National Statistics publication（2006）より
（安全衛生マネジメントのすすめ 
 http://www.jtccm.or.jp/library/jtccm/public/mokuji09/kikansi/0905_rensai2.pdf より引用）

表2　職場の危険・有害要因
職場快適化活性化要因：

やりがいがあることやうれしいこと、成長していると思うこと、健康的なことや快
適なことなど、職場を良くすること
心理社会的要因：

セクハラやパワハラ、いじめ、過大なストレス、つらいことやいやなこと、心やか
らだの不調の原因となること
労働時間や人間工学的要因：

過重労働や夜勤交代勤務、不良姿勢や不良動作、反復動作など負担になること
安全性の要因：

衝突や転落転倒落下、はさまれまきこまれや切れこすれなど危険なこと
物理的要因：

粉じん、騒音、振動、電離放射線、高温低温、高圧減圧など健康に悪いこと
化学的要因：

有機溶剤や酸アルカリ、発がん性物質など有害な化学物質
生物学的要因：

感染症やアレルギーを起こす細菌やウイルス、カビや寄生虫など

の服部真理事
（金沢市・産業医療科）

労
働
と
健
康
の
関
連
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
雇
用
や
所
得
が
重
要
な
健
康
決
定
因
で
あ

る
こ
と
（
二
〇
一
〇
年
四
月
）、
勤
労
世
代
の
自
殺
（
同
三
月
）
と
精
神
障
害
（
同
六
月
）
や

筋
骨
格
系
障
害（
同
七
月
）の
多
発
、公
害
と
い
う
視
点
で
石
綿
の
健
康
被
害（
今
年
の
七
月
号
）

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
職
場
を
よ
り
安
全
に
健
康
に
す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

第24回

労
働
災
害
と

　
　

  
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

図1　業務上疾病の推移
（労働衛生のハンドブック http://www.sanpo-tokyo.jp/pdf/handbook/H23handbook.pdf より引用）

石 川 保 険 医 新 聞 2012年10月15日（毎月15日発行）（6）第486号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



社
会
的
に

認
知
さ
れ
て

今
回
の
訪
問
で
一
番
感
じ
た

の
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
が
置

か
れ
て
い
る
地
域
に
よ
っ
て
果

た
し
て
い
る
役
割
が
か
な
り
違

う
と
い
う
こ
と
と
、
セ
ン
タ
ー

が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
地
域

ケ
ア
で
役
割
を
発
揮
し
て
き
て

い
る
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

金
沢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
お
お
て
ま
ち
」
は
、
主

任
ケ
ア
マ
ネ
・
看
護
師
・
社
会

福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
の
四
人
の

人
員
と
、
雇
用
促
進
事
業
に
よ

る
期
限
付
き
の
事
務
職
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長

の
池
森
好
美
さ
ん
と
、
ケ
ア
マ

ネ
の
柏
木
宏
美
さ
ん
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

金
沢
市
内
に
は
十
九
カ
所
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、「
お
お
て
ま
ち
」は
、

松
ヶ
枝
、
此
花
、
瓢
箪
、
馬
場

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
校
区
が
担

当
で
す
。
高
齢
化
率
は
馬
場
校

区
が
三
五
・
三
％
、
瓢
箪
町
校

区
が
三
一
・
〇
％
、
松
ヶ
枝
校

区
が
三
二
・
三
％
、
此
花
が

二
九
・
一
％ 

と
、
市
内
で
も
高

い
地
域
で
、
か
つ
独
居
や
老
老

介
護
が
多
く
、
今
後
の
日
本
の

超
高
齢
社
会
を
先
取
り
し
て
い

る
地
域
と
も
言
え
ま
す
。

相
談
に
は

即
決
方
式
で

「
お
お
て
ま
ち
」
で
は
、
朝

一
番
に
申
し
送
り
を
し
ま
す

が
、
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
、
相

談
や
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
ま

す
。「
認
知
症
の
人
が
火
事
を

出
す
ん
で
は
な
い
か
と
心
配

だ
」「
借
金
で
逃
げ
て
き
た
人

が
具
合
悪
く
な
っ
て
い
る
」・・・

な
ど
の
相
談
が
、
近
所
の
人
や

公
民
館
や
民
生
委
員
さ
ん
な
ど

か
ら
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。
そ

れ
ら
の
相
談
に
、
即
決
方
針
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

火
事
の
件
で
は
、
消
防
署
に
依

頼
し
て
家
屋
調
査
を
し
て
も
ら

い
、
火
災
報
知
器
や
消
火
栓
の

設
置
を
し
て
近
所
の
心
配
の
種

を
消
し
ま
す
。
ま
た
、「
お
お

て
ま
ち
」
は
独
居
高
齢
者
の
緊

急
通
報
装
置
の
連
絡
先
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
人
か
ら

は
月
に
約
百
回
の
通
報
が
あ

り
、
振
り
回
さ
れ
た
と
い
う
話

で
、
何
と
そ
の
方
は
、
取
材
班

の
一
人
が
訪
問
診
察
に
行
っ
て

い
る
方
で
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
は
つ
ゆ
知
ら

ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
知
ら
ず
知
ら
ず
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
対

応
で
す
。

相
談
す
れ
ば

何
と
か
な
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
一
九
九
八
年
に
前
身
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
「
こ
こ
に
相
談
す
れ
ば
何
と

か
な
る
と
い
う
評
価
に
な
っ
て

き
て
い
る
」
と
池
森
さ
ん
は
さ

ら
り
と
言
い
ま
す
が
、
地
域
住

民
や
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
か
ら

の
信
頼
を
勝
ち
得
る
活
動
を
し

て
き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

独
居
の
高
齢
者
の
方
が
、
救

急
搬
送
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た

と
き
に
、
必
要
な
情
報
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
、
ピ
ン
ク
の

Ａ
四
サ
イ
ズ
の
緊
急
連
絡
先
票

（
右
下
）
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て

お
く
取
り
組
み
も
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
は
、
上
記
の
困
り
ご
と
対

応
の
ほ
か
に
、
権
利
擁
護
、
介

護
予
防
、
要
支
援
の
人
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
権
利
擁
護
で
は
、
津
幡
町

（
本
紙
八
月
号
）
と
異
な
り
、

市
町
申
し
立
て
が
な
か
な
か
進

ん
で
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
ま

た
、
虐
待
例
で
は
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
施
設
入
居
に

結
び
つ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
で
は
、年
間
に
四
、

五
百
人
が
対
象
に
上
が
っ
て
き

て
、 

運
動
機
能
向
上
訓
練
に
結

び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
介
護
予
防
な
の
に
、
そ
の

中
か
ら
介
護
認
定
を
希
望
す
る

人
が
増
え
て
い
る
現
状
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

医
療
連
携
が

不
可
欠
に

医
療
機
関
と
の
関
係
で
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
て
も
「
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
」

だ
っ
た
以
前
と
は
変
化
し
て
き

て
い
る
も
の
の
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

の
違
い
が
分
か
ら
な
い
医
師
も

多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
常

診
療
で
は
認
知
症
に
気
付
き
に

く
い
場
合
が
ま
ま
あ
り
、
生
活

面
で
明
ら
か
に
認
知
症
と
気
付

か
れ
た
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
他

の
病
院
で
は
受
け
入
れ
を
断
ら

れ
て
も
、
断
ら
ず
に
引
き
受
け

て
く
れ
る
病
院
が
地
域
に
あ
る

と
の
こ
と
で
、
医
療
面
で
の
対

応
が
必
要
な
方
を
と
に
か
く
受

け
入
れ
て
、
そ
こ
か
ら
生
活
を

立
て
直
し
て
い
く
筋
道
が
立
つ

こ
と
に
あ
る
種
の
安
心
感
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

し
た
。期

待
さ
れ
る

セ
ン
タ
ー
に

地
域
で
地
道
に
活
動
し
て
い

る
と
、「
こ
れ
は
や
ら
な
あ
か

ん
」
と
か
「
こ
れ
は
や
り
た
い
」

と
思
う
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
が
、
や
り
だ
し
た
ら

継
続
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で

も
あ
り
、
人
員
配
置
や
予
算
面

で
の
あ
る
程
度
の
自
由
裁
量
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
中
・
重
度
の
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
る
こ
と
も
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

言
わ
れ
る
中
で
、
今
後
の
「
お

お
て
ま
ち
」
の
活
動
に
期
待
感

を
高
め
て
取
材
を
終
え
ま

し
た
。

介護予防の最前線として期待されるセンターに
医療福祉部取材班

高齢者施設を訪ねて
金沢市地域包括支援センターおおてまち金沢市地域包括支援センターおおてまち訪問先

シリーズ
（年4回予定） 13

取 材連絡先 〒920-0912 金沢市大手町9番1号 小池病院デイケアセンター2階
 TEL（076）263-5517

小池病院デイケアセンターの２階にある
金沢市地域包括支援センターおおてまち

主任介護支援専門員および看護師でセンター長の池森好美さん（右から３番目）と、
介護支援専門員および介護福祉士の柏木宏美さん（右から２番目）を取材

池森好美さんの熱意のこもる話しに
圧倒されながら取材が続けられた

石 川 保 険 医 新 聞（7）2012年10月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第486号



今
か
ら
十
五
年
前
は
、
今
年

（
二
〇
二
五
年
）
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
が
七
十
五
歳
を
迎
え
る

年
と
し
て
危
機
的
に
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
年
だ
っ
た
ら
し
い
。

十
五
年
前
は
、
国
の
在
り
方
が

定
ま
ら
ず
、
旧
態
依
然
と
し
た

市
場
原
理
主
義
的
な
施
策
で
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
を
中
心
に
し
て
、
定

常
化
社
会
を
実
現
し
て
い
く
し

か
生
き
残
る
道
は
な
い
こ
と
が

国
民
の
間
に
も
共
通
認
識
と

な
っ
て
、
食
糧
自
給
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
、
ケ
ア
社
会
を
三
本

柱
に
し
た
政
策
が
実
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

地
産
地
消
の
食
糧
政
策
に
よ

る
安
全
な
食
品
と
栄
養
補
給
で

肥
満
や
糖
尿
病
が
激
減
し
（
ア

メ
リ
カ
の
食
糧
メ
ジ
ャ
ー
の
影

響
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
た
）、
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
再
生
可
能
な
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
の

技
術
で
自
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
（
ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
跳
ね
返
し
た
）、
原
発

は
ゼ
ロ
に
な
り
、
主
要
な
輸
出

産
業
に
も
な
っ
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
で
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
加
し
た

が
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
で
雇
用

が
増
え
、
さ
ら
に
社
会
保
障
の

充
実
で
老
後
の
心
配
が
無
く
な

り
、
旅
行
や
文
化
活
動
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
伴
う
需

要
が
増
え
、
経
済
も
安
定
し
て

い
る
。
い
い
世
の
中
に
な
っ
た

も
ん
だ
ワ
イ
と
思
い
な
が
ら
今

年
で
七
十
ウ
ン
歳
に
な
る
私

も
、少
々
ガ
タ
が
来
て
い
る
が
、

現
役
で
訪
問
診
察
に
出
か
け
て

い
る
。

今
日
は
、
百
歳
で
独
居
の
外

橋
さ
ん
を
訪
問
す
る
。
外
橋
さ

ん
は
年
齢
相
応
の
認
知
能
力
の

低
下
が
あ
る
も
の
の
き
ち
ん
と

意
思
表
示
が
で
き
、
一
人
暮
ら

し
を
続
け
て
い
る
。
昭
和
生
ま

れ
が
今
年
か
ら
百
歳
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
寝
た
き
り
に
近
い

状
態
だ
が
、
施
設
ケ
ア
と
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
の
ケ
ア
が
定
時
と

随
時
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
昔

だ
っ
た
ら
、
外
橋
さ
ん
は
施
設

入
居
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

状
態
が
安
定
し
て
い
る
と
き

は
、
医
師
の
出
番
は
あ
ま
り
多

く
な
い
が
、
定
期
的
な
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
生
活
に
目
を
向
け

て
の
状
態
観
察
を
行
っ
て
い

る
。
状
態
変
化
が
あ
っ
た
と
き

に
は
適
切
な
評
価
を
し
て
、
入

院
加
療
の
必
要
性
を
判
断
す

る
。
こ
の
前
も
、
少
し
元
気
が

な
く
食
事
摂
取
量
も
落
ち
て
き

た
と
の
訪
問
看
護
師
の
報
告
で

す
ぐ
往
診
し
た
と
こ
ろ
、
肺
炎

で
Ｓ
Ｐ
Ｏ
２
も
八
九
％
で
、
入

院
を
関
連
病
院
に
お
願
い

し
た
。

高
齢
者
が
入
院
し
た
と
き
に

は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
が
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
、
か
つ
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
伝
わ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
急
性
期

病
院
で
も
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
配

置
さ
れ
、
認
知
症
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対

応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

無
論
、
栄
養
士
や
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
と
い
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー

も
充
実
し
て
い
る
。
関
連
病
院

も
十
五
年
前
は
百
床
あ
た
り

七
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た

が
、
今
は
三
百
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
い
る
。
入
院
し
て
も
生
活
を

支
え
る
面
を
強
化
し
、
か
つ
専

門
的
な
栄
養
評
価
や
リ
ハ
ビ
リ

が
集
中
的
に
行
わ
れ
、
急
性
期

の
非
侵
襲
的
な
治
療
を
短
期
間

に
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

入
院
で
し
か
で
き
な
い
治
療

が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
退
院
と
な

る
。
退
院
直
後
は
二
十
四
時
間

泊
ま
り
込
み
の
ス
タ
ッ
フ
が
配

置
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
図
っ
て
い
る
。
高
齢
者
も

早
く
家
に
帰
る
と
元
気
に
な
る

こ
と
が
多
い
。
外
橋
さ
ん
も
去

年
入
院
し
た
と
き
は
五
日
間
で

退
院
し
、
退
院
後
は
な
じ
み
の

職
員
が
三
日
間
、
二
十
四
時
間

対
応
し
、元
の
生
活
に
戻
れ
た
。

認
知
症
も
三
百
万
人
を
超
え

大
変
だ
と
、
十
五
年
前
は
騒
が

れ
た
も
の
だ
が
、
新
し
い
国
の

政
策
で
競
争
原
理
一
辺
倒
で
は

な
く
な
り
、地
産
地
消
の
食
糧
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
も
相
ま
っ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
が
進
ん
だ
た
め
、
認
知
症
高

齢
者
を
地
域
で
ソ
フ
ト
に
受
け

止
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

き
た
。
認
知
症
高
齢
者
そ
の
も

の
の
数
は
多
い
も
の
の
、
不
安

な
く
、
安
心
し
て
か
つ
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
に
な
っ
た
の

で
、
介
護
問
題
と
い
う
も
の
は

本
当
に
少
な
く
な
っ
た
。

私
は
、「
自
動
運
転
」
の
車

で
訪
問
診
察
に
え
っ
ち
ら
お
っ

ち
ら
行
っ
て
い
る
が
、
地
域
の

中
で
自
分
が
果
た
せ
る
役
割
が

あ
る
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
っ

て
、
そ
れ
な
り
に
元
気
で
診
療

し
て
い
る
。

訪
問
診
療
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
今

回
で
六
十
回
目
と
な
っ
た
。
こ

れ
で
、
ど
っ
と
は
ら
い
。

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
60（
最
終
回
）

大
川

　義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

82

リレー・エッセーリレー・エッセー

二
〇
二
五
年
十
月
の

　
　
　
　
　  あ
る
日

明日のための安心設計

保険医年金のおすすめ
2012年度の加入・増口の受付が間もなく終了します。

お問い合わせは、
石川県保険医協会まで Te l： 076-222-5373
   Fax： 076-231-5156

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
■申込み期間：9月1日から10月25日まで
■加 入 日：2013年1月1日
■予 定 利 率：1．259％
　　　　　　　　（2012年9月1日現在の予定利率で、
   将来変動することがあります）
■加 入 資 格： 新規は満74歳、増口は満79歳までの保険医協会の会員

○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には掛金中断も可能です
○年金受給時には
　①10年定額年金、 ②15年定額年金、 ③15年逓増年金、
　④20年逓増年金から選択
　または一括受取
○万一の時にはご遺族に全額給付

40歳で月払10口（10万円）加入、70歳から10年定額で受給した場合
受給額：月々約37万円、年間約442万円
保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師を対

象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年発足以来40年以上
の実績があり、現在では加入者約5万6千人、積立金額1兆1千億円を超え、わが国有数
のスケールに発展しています。
保険医年金では年金制度でもっとも大事な点である加入者の年金給付を守ることを

重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

月　払１口１万円（３０口まで）
一時払１口５０万円1回につき４０口まで

（　　　　）

※普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談
くださいますようお願いします。
※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレット等をご請求ください。

自在性が魅力です！

加 入 例

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。

保険医年金にご加入のみなさまへ

毎年10月末から11月にかけて、「保険医年金積立金通知書」が受託幹事
会社の三井生命より送付されます。「生命保険料控除証明書（一般用）」も
同封されていますので、ご確認ください。
●年金受給や一時金請求、掛金の払込中断や再開などのお問い合わせは、石川
県保険医協会へ

石川県保険医協会　電話 076-222-5373

10月末、積立金通知書と生命保険料
控除証明書（一般用）を送付予定

グループ保険ご加入のみなさまへ

グループ保険配当金を
10月中に送金します

記

配当金の振込口座は掛金振替口座です。

グループ保険加入者の皆様には、10月中に本年度の配当金を送金
します。なお、本年度の被保険者票は８月に郵送いたしました。
ご確認くださいますようお願いします。

グ
ル
ー
プ
保
険

「
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
」

　
　
　
　
　
の
発
行
に
つ
い
て

希
望
さ
れ
る
方
は
保
険
医
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
度
発
行
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
自
動
的
に
発

行
・
郵
送
し
ま
す
。

石
川
県
保
険
医
協
会
　
電
話
０
７
６-

２
２
２-

５
３
７
３

グループ保険
「生命保険料控除証明書」
　　　　　の発行について
希望される方は保険医協会までご連絡ください。なお、昨年度発行

した方については、自動的に発行・郵送します。
石川県保険医協会　電話 076-222-5373
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加賀乙彦と帚木蓬生、共に精神科医でかつ文学者としても評価が高い。
二人には太平洋戦争に絡んだいくつかの作品がある。今回は加賀の自伝的
作品『帰らざる夏』、帚木の元軍医の体験記を再構成した『軍医たちの黙
示録』（蠅の帝国、蛍の航跡の二部構成）を猛暑八月に読んだ。二人の作
品を終戦の月に読み、感じたことを述べたい。

● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ●

【2−2】�蛍の航跡 
−軍医たちの黙示録−

●著者：帚木蓬生
●出版：�新潮社2011年11月刊

【2−1】�蠅の帝国 
−軍医たちの黙示録−

●著者：帚木蓬生
●出版：�新潮社2011年7月刊

【1】帰らざる夏
●著者：加賀乙彦
●出版：�講談社1973年刊（絶版）

１．帰らざる夏

加賀乙彦の自伝的小説である。主人公鹿木省治は、両親の望むまま青年
将校となった従兄の雄姿にあこがれ、競争率100倍の難関、名古屋幼年学
校に入学する。徹底的な軍人養成教育を受け、軍人思想を培う。しかし最
終学年の時、敗戦の玉音放送を聞く。敗戦の事実を受け入れず、自分の「義」
に殉じて自決の道を選ぶ。享年16歳。

当時の将校養成機関である陸軍幼年学校の実態がよく分かる。強烈なエ
リート意識の涵養、例えば幼年学校出身者をカデット（cadet）と自称し、
中学卒業後から士官学校に進んで将校になる者をＤコロと蔑視していた

（東条英機、阿南惟幾など陸軍幹部はカデットである）。当時の同校生徒の
心理状態、二・二六事件で処刑された皇道派（天皇親政派）将校に対する
心理的共感、生徒に共通する世界観、軍人精神の本質など、大変興味ある

事実を本書から知る。なお、この小説では、同級生で幼年学校教育に批判
的で、最後にわざと校則を破って放校となった鬼頭（筆者のもう１人の分
身）の存在、先輩、後輩との同性愛が横糸として絡み、小説としての厚み、
小説としての面白さを倍加している。

最終章の自死の情景描写も、ある種の恍惚感漂う特異な描写。精神科医
である加賀ならではの、エンターテインメント性を発揮している。

２．軍医たちの黙示録（蠅の帝国、蛍の航跡の二部作）

日本医師会が昨年から始めた「日本医療小説大賞」の第１回受賞作品。こ
の作品、帚木が九大精神科医局員時代から、日本醫亊新報などに掲載され
た元軍医の体験記録などを収集し、太平洋戦争において軍医がいかに関与
したかを客観的に把握し、その上で小説として起承転結を巧みに構成した
30編のオムニバス作品集である。作品はすべて一人称で書き綴られている。

全編を総括して言えば、戦場とは生死が紙一重の世界。薬剤、医療機材
もない状況で、戦闘死はもちろん、餓え、マラリヤ、赤痢、腸チフスなど
で死んでいく悲惨で無謀な戦争であったことを知る。原爆投下された広島
の状況、東京大空襲、ソ連軍によるシベリア抑留の体験談などの話もある
が、個人的には、スマトラ島に赴任しインドネシアの独立戦争にも一枚関
わった話（アモック）が面白かった。現地のハンセン病患者の境遇も興味
深い。またインパール作戦で、牟田口廉也司令官の命に背き、退却の命を
下した佐藤幸徳師団長の精神鑑定の話など、日本軍の本質に迫る話題と
思った。また戦時中の捕虜虐待も大きなテーマで、敗戦後、ＢＣ級戦犯と
して裁かれた話も出てくるが、ボルネオ、ニューギニアなどで、敗戦後に
捕虜となった日本兵が、蘭軍や濠軍より虐待を受け、多くの方が亡くなっ
た事実も知り愕然とする。

戦時の医師、医学生は、見習士官を志願すると短期の訓練の後、将校と
して任官される。志願しないと、たとえ医学部教授であっても二等兵とし
て徴兵されるので、当時ほとんどの医師、医学生が見習士官を志願し、軍
医となって戦場に散った。本来、将校と下士官以下は天と地ほどの差があ
るはずだが、あの戦争の「軍医」は、まったくの「消耗品」であったこと
を痛感する。

加賀と帚木、1929年生まれと1947年生まれ。戦前生まれと戦後派。実体
験として、軍隊、戦争を知った加賀と、そうでない帚木では、後者がいか
に文献・資料を漁っても、隔靴掻痒の感は否めない。それでも、今では元
軍医の方々は、生きていても90歳以上となっており、もはや直接戦争体験
を聞くことは困難であり、帚木のような作品を書かれたことは、それはそ
れで意義あることと思う。

加賀の作品については、13歳（中学１年生）の少年が、全寮制の幼年学
校という極めて特殊な環境下で軍国思想に染まっていくのが、リアリティ
をもって書かれ、当時の軍人教育の一端が分かる。いわば異常な洗脳教育
であったと思う。そんな環境で育った高級将校が、極めて視野の狭い世界
観であの戦争を指導して、結果として惨めな敗戦に追い込まれたことが理
解できる。

帚木の作品について、看過できない問題点を一つ指摘したい。作品中の
軍医たちのほとんどは、戦争に対する大局観がないというか、自分たちの
戦いにどんな意義があるのかを熟考した者がいない。そんな余裕すらな
かったのか。また、占領した中国（満州）、東アジア、南太平洋諸島など
の現地民が、日本軍の行った行為に対しどんな気持ちを持っていたか。決
して良い感情を持っていたとは思われないが、そこを深く追求した作品が
ない。さらに軍医が決定的な残虐行為を行った731部隊のことなども触れ
てはいない。言わば加害者としての視点、反省がない。その点がとても残
念である。

ともあれ、戦争の残虐性、悲劇性を再認識し、改めて平和の尊さを噛み
しめたものである。

○テーマ─○テーマ─ ～医師が書いた戦争文学～
喜多　徹（野々市市・内科）

複眼的に思索する複眼的に思索する
36その読書教室読書教室

（1）分科会
　　10:00～12:00

メインテーマ

と こ ろ

石川県社会保障学校・開催案内第 ７ 回
と　　き 2012年11月25日(日) 10:00～16:00

石川県労済会館（金沢市西念町）
「憲法が輝く社会をめざして」
～新たな福祉国家を展望する～

■主催 ： 第７回社会保障学校実行委員会；石川県社会保障推進協議会、医療・福祉問題研究会、いしかわ自治体問題研究所、ＮＰＯ法人金沢あすなろ会、石川県保険医協会、特別養護老人ホーム入居待機者家族会
■後援 ： 石川県社会福祉士会・権利擁護センターぱあとなあ石川、金沢弁護士会、石川県司法書士会

企画内容
・第１分科会 ： 貧困克服のために～生きがい、希望のもてる社会をめざして～
・第２分科会 ： 「社会保障とはな～に？」学び・話し合うつどい
・第３分科会 ： 「一体改革」でどうなる社会保障――当事者、現場からの報告

（2）全体会
　　13:00～16:00

・講　師 ： 渡辺　治 一橋大学名誉教授／井上 英夫 金沢大学教授
・テーマ ： 私たちの社会保障基本法・憲章の提言

＊資料代　５００円
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井沢　宏夫（金沢市・内科）

近江町市場・今昔
その6

代々継承される商店

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

全
国
に
は
有
名
な
生
鮮
市

場
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、“
市

場
”
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る

の
は
「
近
江
町
市
場
」
が
一
番

だ
と
言
わ
れ
る
。
市
場
に
入
る

と
軒
を
並
べ
る
鮮
魚
や
青
果
店

に
目
を
奪
わ
れ
て
、
店
の
名

前
（
屋
号
）
に
は
関
心
が
い
か

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
軒
一

軒
に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
明
治

や
大
正
、
古
く
は
江
戸
時
代
に

創
業
さ
れ
た
老
舗
も
あ
る
。
時

代
と
共
に
業
種
・
扱
い
品
目
が

変
わ
り
、
店
名
も
今
風
に
変
え

て
い
る
店
も
多
い
。
も
し
、
気

に
入
っ
た
お
店
が
あ
っ
た
ら
店

の
発
祥
や
由
来
を
店
主
に
聞
け

ば
、
き
っ
と
「
近
江
町
市
場
」

に
興
味
と
親
し
み
を
感
ず
る
こ

と
と
思
う
。

柚
木
繁
さ
ん
は
現
役
を
引
退

し
た「
生
粋
の
近
江
町
市
場
人
」

の
一
人
だ
。
昭
和
の
初
期
に
近

江
町
市
場
で
生
ま
れ
た
。
父
親

は
市
場
内
の
老
舗
か
ら
分
家
・

独
立
し
、
通
称
「
れ
ん
こ
ん
問

屋
」
と
呼
ば
れ
、
主
に
根
菜

類
（
れ
ん

こ
ん
、
長

芋
、
ゆ
り

根
、
く
わ

い
、
わ
さ

び
）
に
こ

だ
わ
っ
た

専
門
店
を

営
み
、
気

風
も
極
め

て“
職
人
”

的
だ
っ

た
。
子
ど

も
の
こ
ろ

は
市
場
の

通
路
や
丸

越
（
旧
ダ

イ
エ
ー
）が
恰
好
の
遊
び
場
で
、

市
場
の
喧
騒
の
中
で
育
っ
た
。

だ
か
ら
市
場
に
対
す
る
愛
着
は

強
く
、
大
学
進
学
で
一
時
金
沢

を
離
れ
た
が
、
近
江
町
市
場
で

仕
事
を
し
よ
う
と
希
望
に
燃
え

て
帰
っ
て
来
た
。
父
が
得
意
と

し
た
「
根
菜
類
」
が
好
き
に
な

れ
ず
、
隣
の
親
友
と
共
同
で
食

品
ス
ー
パ
ー
“
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
”
を
始
め
た
。
店
内
に
家
庭

用
品
な
ど
も
置
い
た
が
店
が
手

狭
で
、
近
く
に
独
立
し
て
、
当

時
市
場
内
に
は
な
か
っ
た
日
用

品
、
食
器
、
文
具
、
化
粧
品
な

ど
を
扱
う“
ラ
イ
フ
コ
ー
ナ
ー
”

を
出
店
し
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
未
だ
少
な
か
っ
た
時

代
で
、
市
場
の
買
い
物
客
か
ら

重
宝
が
ら
れ
盛
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
郊
の
大
型
店
の
出

現
の
た
め
需
要
が
減
り
、
営
業

三
十
五
年
で
幕
を
下
ろ
し
た
。

柚
木
さ
ん
は
大
手
ス
ー

パ
ー
・
ダ
イ
エ
ー
が
武
蔵
ヶ
辻

に
出
店
す
る
こ
ろ
に
は
、
近
江

町
市
場
商
店
街
振
興
組
合
の
役

員
を
務
め
、「
武
蔵
周
辺
の
地

域
振
興
の
た
め
大
型
店
の
出
店

が
必
要
」と
い
う
大
勢
の
中
で
、

市
場
へ
の
影
響
を
気
遣
っ
て
い

た
。
人
づ
て
に
ダ
イ
エ
ー
の
社

長
が
「
近
江
町
は
、
い
ず
れ
な

く
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
と
聞

い
た
が
、
近
江
町
市
場
へ
の
客

足
は
衰
え
な
か
っ
た
。
金
沢
市

民
の
近
江
町
市
場
へ
の“
期
待
、

信
頼
”
も
ま
た
、
代
々
引
き
継

が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
確
信
し

た
と
い
う
。

食
品
ス
ー
パ
ー
“
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
”
は
、
柚
木
さ
ん
か
ら

息
子
さ
ん

の
世
代
へ

継
承
さ
れ

た
が
、
今

で
も
柚
木

さ
ん
は
近

江
町
市
場

へ
し
ょ
っ

ち
ゅ
う

出
か
け

る
。
い
わ

く
「
日
に

い
っ
ぺ

ん
、
こ
の

汚
れ
た
空

気
を
吸
わ
な
い
と
、
身
体
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
整
わ
な
い
」

と
い
う
。
世
代
交
代
し
た
「
世

界
の
食
品
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

で
は
、
相
変
わ
ら
ず
野
菜
や
漬

物
な
ど
も
扱
う
が
、二
階
に
は
、

各
国
の
食
品
、
チ
ー
ズ
や
缶
詰

を
始
め
、
世
界
中
の
香
辛
料
、

調
味
料
、
飲
料
が
並
べ
ら
れ
、

聞
き
な
れ
ぬ
言
語
を
話
す
外
国

人
客
に
も
出
く
わ
す
。
昼
に
は

一
階
真
ん
中
の
商
品
台
に
小
山

の
よ
う
に
積
ま
れ
た
弁
当
を
求

め
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
大
勢
訪

れ
、
午
後
か
ら
夕
方
は
一
・
二

人
用
に
小
分
け
さ
れ
た
多
種
多

様
な
惣
菜
の
パ
ッ
ク
を
求
め
て

年
配
の
客
が
集
ま
っ
て
い
る
。

鮮
魚
、
青
果
が
中
心
の
市
場
の

中
で
、
代
々
販
売
品
目
を
変
え

つ
つ
頑
張
る
お
店
を
紹
介
し

た
。
次
回
は
、
利
家
ご
贔
屓
の

店
を
紹
介
す
る
。

会員リレーエッセー　◆◆157◆◆

囲 碁

（解答は 3面にあります） （解答は 3面にあります）

持
駒

　金
金

黒先　10分で二、三段以上
〈ヒント〉 三手目が白の眼形を
 奪う好手です。

〈ヒント〉 竜の活用がポイントです。
 10分で初段

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

玉

銀

竜

歩 歩 歩

歩

金
金

一
八
八
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
百
周
年
を
記
念
し
て
パ
リ

万
国
博
覧
会
の
時
に
建
て
ら
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
、
電
波

塔
で
は
な
く
、
現
在
も
「
も
て
な
し
の
塔
」
と
し
て
役
割
を

は
た
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
〇
五

年
三
月
、
金
沢
駅
に
は
東
口
前
に
鼓
門
を
構
え
た
「
も
て
な

し
ド
ー
ム
」
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
迎
え
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
「
も
て
な
し
ド
ー
ム
」
に
よ
っ
て
、
金
沢
観

光
の
第
一
印
象
を
ま
ず
心
に
強
く
留
め
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
先
日
、
朝
の
ラ
ジ
オ
か
ら
、
現
代
の
Ｉ
Ｔ
社
会
の
中

で
「
も
て
な
し
の
心
」
を
持
っ
て
接
す
る
最
後
の
砦
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
料

理
を
作
っ
た
り
、
運
ん
だ
り
し
て
も
何
の
満
足
も
得
ら
れ
な

い
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
な
い
。
癒
し
に
も
な

ら
な
い
。
味
気
な
い
も
の
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
内
灘
で
眼
科
開
業
二
十
年
目
。
こ
の
間
に
医
療
環

境
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
、
そ
の
都
度
、
自
院
で
の
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ
フ
の

患
者
さ
ん
へ
の
接
遇
に
も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
は
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
対
策
、認
知
症
患
者
対
策
、

子
ど
も
を
持
つ
若
い
お
母
さ
ん
へ
の
病
状
説
明
な
ど
で
神
経

を
使
う
こ
と
が
多
く
、
今
後
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
増
加
の

一
途
を
辿
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
人
と
し
て

の
心
遣
い
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
て
い
る
の
を
実
感
し
、
た

だ
時
代
の
流
れ
か
と
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｔ
社
会
の
産
物
の
た
め
か
、
人
と
人
と
の
上
手
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
が
で
き
な
い
人
た
ち
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

金
沢
の
風
土
の
中
に
は
、「
人
を
も
て
な
す
」
と
い
う
こ

と
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ
い
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
医
療
業
界
で
は
、
民
間
で
も
こ
の
四
月
か
ら

接
待
に
関
し
て
は
制
限
を
受
け
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は

禁
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、「
も
て
な
す
心
」
だ
け
は
い
つ
の
時

代
に
な
っ
て
も
持
ち
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

接
待
は
Ｎ
Ｏ
・
・
・ 

も
て
な
し
は
Ｏ
Ｋ
？

望
月
　
雄
二
（
内
灘
町
・
眼
科
）

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独7 9 8
□ 4 1 6
2 3 1

6 5 3
7 5 1 4
1 6 3

6 4 2
9 4 5 □

8 2 3

近江町市場・中通りの“世界の食品・ダイヤモンド”は
生鮮食品や世界の調味料が豊富に取り揃っている

近江町市場にて食品スーパー“ダイヤモンド”を
起業した柚木繁さん（左）を取材する筆者
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